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金長町政がスタート おもな内容 

役場に初登庁し、職員から花束を受け取る 
金長義郎町長（2月28日） 



２

城
里
町
長 

金
長
　
義
郎 
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

こ
の
た
び
、
初
代
城
里
町
長
に
就
任
し
た

金
長
義
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
町
は
、
お
蔭
様
で
大
き
な
混
乱
も
な
く

２
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
が
、
私

は
、
何
よ
り
も
旧
常
北
町
・
旧
桂
村
・
旧
七

会
村
の
地
域
の
垣
根
を
取
り
払
う
こ
と
、
旧

町
村
意
識
を
払
拭
し
「
早
期
融
和
」
を
図
る

こ
と
が
最
優
先
と
考
え
て
お
り
、
新
町
の
舵

取
り
役
と
し
て
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の
旧
３
町
村
は

「
城
北
地
方
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
古
く
か

ら
歴
史
的
・
地
理
的
・
経
済
的
に
結
び
つ
き

が
強
く
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
お
い
て

も
、
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
町
民
皆
様
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
意

に
よ
っ
て
、
早
晩
解
消
さ
れ
る
も
の
と
念
じ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の

「
運
命
共
同
体
」
と
し
て
歩
ん
で
い
く
に
は
、

ま
だ
ま
だ
相
互
の
理
解
と

信
頼
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
対
話
を

重
視
し
、
町
民
の
行
政
参

画
の
機
会
を
設
け
て
ま
い

り
ま
す
。

常
々
申
し
上
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
合
併
は
、

あ
く
ま
で
も
ス
タ
ー
ト
で

あ
っ
て
ゴ
ー
ル
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
を
契
機
に
、

新
生
「
城
里
町
」
で
ど
う

い
う
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

の
か
、
目
指
す
の
か
、
こ

こ
が
最
も
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
新
町
建
設

計
画
を
ベ
ー
ス
に
私
の
公
約
と

し
て
お
示
し
し
ま
し
た
、

・
旧
３
町
村
の
融
和
を
は
か
り

な
が
ら
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

・
保
健
・
福
祉
を
充
実
し
、
み

ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち・
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
生
活

環
境
や
農
村
環
境
を
整
備
し

て
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

・
地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
産
業

を
育
成
し
、
活
力
の
あ
る
ま
ち

・
教
育
・
文
化
の
振
興
で
、
こ

こ
ろ
豊
か
な
ま
ち

を
計
画
的
に
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
と
城
里
町
行
政
が
と
も
に
手

を
取
り
、
一
致
団
結
し
て
未
来
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
や

住
み
よ
く
暮
ら
し
や
す
い
町
、
即
ち
新
町
建

設
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と
自
然
が
響

き
あ
い
　
と
も
に
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち
」
が

実
現
で
き
る
も
の
と
確
信
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
人
口
２
２
９
１
５
人
と
小
さ
い
町
な

が
ら
も
、
町
民
が
主
人
公
の
キ
ラ
リ
と
光
る

町
を
目
指
し
ま
す
。
産
声
を
上
げ
た
ば
か
り

の
城
里
町
に
対
し
、
旧
３
町
村
に
も
ま
し
て

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
町
民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
内
外
の
皆
々

様
に
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
長
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

広報しろさと



３ 広報しろさと

城里町長選挙の結果（2月27日執行） 

町の投票率は 

　城里町長選挙の投票が、２月27日に町内31ヵ 

所で行われ、同夜７時30分からコミュニティセ 

ンター城里の研修室で、即日開票されました。 

町の投票率は72.08％（男性71.55％、女性72.58％） 

でした。なお、候補者別得票数と各投票所にお 

ける投票結果は表のとおりです。 

候補者別の得票数 （21：24確定） 

候補者氏名 得票数  

金　長　ぎろう 

あくつ　勝　紀 

大　森　藤　和 

無　　　　　効 

6,428票 

4,541票 

2,368票 

148票 
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城
里
町
議
会
第
一
回
臨
時
会

城
里
町
議
会
第
一
回
臨
時
会

合
併
後
、
城
里
町
と
し
て
初
め
て
の
臨
時
会
が
、
二
月
七
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

研
修
室
を
議
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
に
伴
う
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
な
ど
21
議
案
が
可
決
。

ま
た
、
議
長
、
副
議
長
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
な
ど
の
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
ま
し
て
、
二
月
一
日
に

誕
生
い
た
し
ま
し
た
、
城
里
町
の

初
代
議
会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
し
て
、
衷

心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。も

と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
器
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
議
員
の
皆
様
方
の
ご

推
薦
を
受
け
ま
し
た
う
え
は
、
一

身
を
挺
し
て
そ
の
ご
厚
志
に
報
い

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
と
い
わ
れ
た
合

併
協
議
は
、
平
成
十
五
年
三
月
の

任
意
協
議
会
の
設
立
に
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
常
北
町
、
桂
村
、
七
会
村

の
三
町
村
が
城
里
町
と
い
う
形
で

ま
と
ま
り
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
が
合
併
の
効
果
、

あ
る
い
は
真
の
地
方
分
権
の
あ
り

様
、
あ
る
べ
き
姿
を
問
わ
れ
る
と

き
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。城

里
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
今
回
の
合
併
が
住
民
一
人

ひ
と
り
の
生
活
の
中
で
合
併
し
て

良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う
、

新
町
建
設
計
画
の
着
実
な
遂
行
を

は
じ
め
、
住
民
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
公
共
施
設
の
整
備
な
ど

新
町
づ
く
り
に
議
会
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
議
会
運
営
に
あ
た
り
ま

し
て
も
、「
和
を
以
っ
て
貴
し
と

為
す
」
精
神
で
対
応
し
、
誰
も
が

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
所
帯
で

の
議
会
運
営
を
町
民
並
び
に
議
員

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
城
里
町
の
ス
ム
ー
ズ
な
船

出
と
そ
の
礎
と
な
れ
る
よ
う
誠
心

誠
意
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
議
長
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

こ
の
た
び
、
新
生
城
里
町
の
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
身
で

あ
り
ま
す
が
、
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
ま
し
た
上
は
議
会
運
営
に
議
長

を
補
佐
し
「
一
意
専
心
」
で
城
里

町
発
展
の
た
め
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
新
し
い
町
「
城
里
町
」

が
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
に
よ
り
誕
生
い
た
し

ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

と
と
も
に
、
新
町
づ
く
り
は
こ
れ

か
ら
が
本
当
の
試
練
の
場
で
は
な

い
か
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

新
町
に
求
め
ら
れ
る
自
立
す
る

町
、
特
色
あ
る
町
の
実
現
に
向
け

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
合
併
協

議
の
中
で
交
わ
さ
れ
た
各
種
の
事

務
事
業
の
計
画
的
な
遂
行
は
も
と

よ
り
、
真
に
町
民
の
求
め
る
行
政

課
題
に
的
確
に
応
え
る
こ
と
が
重

要
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
新
町
が
町
民
に

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
町
と
な
る
よ

う
、町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
様
の
期
待
に
応
え
、
豊
か
で
活

力
あ
る
町
づ
く
り
に
最
大
限
の
努

力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
活
動
の
経
験
豊
富
な
関
谷

議
長
の
も
と
、
議
員
諸
賢
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、
こ
の
職

責
を
ま
っ
と
う
す
る
所
存
で
す
。

町
民
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

城
里
町
議
会
議
長
　
関
　
谷
　
　
　
誠

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

城
里
町
議
会
副
議
長
　
清
　
水
　
進
　
喜
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てら　　かど　　ひろ　　し 
寺　門　博　志 
　た　　　だ　　せい　　し 
多　田　政　士 
　あ　く　つ　　のり　　お 

阿久津　則　男 
きり　　はら　　けん　　いち 

桐　原　健　一 
　　　　　　　かず　　あき 
所　　　和　明 
いい　　むら　　よし　　い 
飯　村　吉　伊 
　こ　　ばやし　よし　　ひろ 
小　林　祥　宏 
　こ　た　べ　　ひろ　　お 
小田部　博　夫 
なか　　た　　すみ　　お 

仲　田　澄　雄 
たま　　がわ　　よし　　たか 

玉　川　台　俊 
なん　じょう　　　　　おさむ 
南　條　　　治 
さわ　　だ　　とよ　　かず 

澤　田　豊　一 
かね　　こ　　えい　　じ 

金　子　栄　治 
　か　　とう　　ふみ　　お 
加　藤　文　夫 
すぎ　　やま　　　　　きよし 

杉　山　　　清 
かわ　　い　　　　　のぼる 

川　井　　　昇 
ふじ　　さく　　とく　　じ 

藤　咲　顴　治 
　さ　　とう　　くに　　やす 

佐　藤　國　保 
　は　ね　いし　　えい　　いち 
羽根石　栄　一 
てら　　だ　　かず　　ろう 

寺　田　和　郎 
　み　　むら　　ゆ　り　こ 

三　村　由利子 
まつ　　ざき　　しん　　いち 
松　闢　信　一 
　こ　まつざき　　みつ　　お 

小松闢　三　夫 
こい　　ぶち　　ひで　　お 

鯉　渕　秀　雄 
　ね　　　もと　 まさ　　のり 

根　本　正　典 
おお ざはた　　よう　　じ 

大座畑　洋　二 
もり　　た　　かつ　　いち 
森　田　勝　一 
あさ　　の　　ひさ　　かつ 
浅　野　壽　一 
　ひ　　やま　　とし　　のり 
桧　山　年　載 
　あ　く　つ　　しょう　いち 
阿久津　尚　一 
　こ　　あくつ　　　　　たかし 
小　圷　　　孝 
　こ　　まつ　　ふみ　　よし 
小　松　文　良 
　し　　みず　　のぶ　 よし 
清　水　進　喜 
　こ　　ばやし　　　　　ひろし 

小　林　　　宏 
ふく　　だ　　さだ　　お 
福　田　定　夫 
　ほ　　さか　　とう　　ご 

保　坂　藤　吾 
みや　　もと　　　　　まさし 

宮　本　　　仁 
いし　 ざき　　さだ　　お 

石　崎　貞　夫 
ちか　　ざわ　　さだ　　お 

近　澤　定　夫 
しの　　だ　　　　　まもる 
篠　田　　　守 
せき　　や　　　　　　まこと 
関　谷　　　誠 
　あ　く　つ　　けん　　じ 

阿久津　堅　次 

ところ 
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議席 氏　　　名 旧　所　属 

城里町議会議員名簿 

平成17年2月７日現在 

議会運営委員会 
委　員　長 副 委 員 長 委　　　員 

阿 久 津　　堅　　次 石　　崎　　貞　　夫 

宮　　本　　　　　仁 
小　　松　　文　　良 
森　　田　　勝　　一 
三　　村　　由 利 子 
南　　條　　　　　治 
所　　　　　和　　明 

委　員　長 副 委 員 長 委　　　員 

常任委員会 総務常任委員会 

保　　坂　　藤　　吾 
森　　田　　勝　　一 
鯉　　渕　　秀　　雄 
三　　村　　由 利 子 
川　　井　　　　　昇 
杉　　山　　　　　清 
仲　　田　　澄　　雄 
小 田 部　　博　　夫 
小　　林　　祥　　宏 

小　　林　　　　　宏 阿 久 津　　尚　　一 

委　員　長 副 委 員 長 委　　　員 

阿 久 津　　堅　　次 
関　　谷　　　　　誠 
近　　澤　　定　　夫 
宮　　本　　　　　仁 
桧　　山　　年　　載 
大 座 畑　　洋　　二 
藤　　咲　　顴　　治 
加　　藤　　文　　夫 
多　　田　　政　　士 

羽 根 石　　栄　　一 篠　　田　　　　　守 

委　員　長 副 委 員 長 委　　　員 

民生常任委員会 

石　　崎　　貞　　夫 
清　　水　　進　　喜 
小　　松　　文　　良 
佐　　藤　　國　　保 
玉　　川　　台　　俊 
桐　　原　　健　　一 
阿 久 津　　則　　男 
寺　　門　　博　　志 

澤　　田　　豊　　一 松　　闢　　信　　一 

委　員　長 副 委 員 長 委　　　員 

教育経済常任委員会 

浅　　野　　壽　　一 
根　　本　　正　　典 
小 松 闢　　三　　夫 
寺　　田　　和　　郎 
金　　子　　栄　　治 
南　　條　　　　　治 
飯　　村　　吉　　伊 
所　　　　　和　　明 

小　　圷　　　　　孝 福　　田　　定　　夫 

建設常任委員会 



６広報しろさと

氏　　　　名 
冨　　永　　ト シ イ 
浅　　野　　壽　　一 
所　　　　　周　　造 
寺　　門　　芳　　則 
飯　　村　　勝　　實 
磯　　部　　　　　昇 
江　　幡　　　　　宏 
小 野 瀬　　廣　　元 
片　　根　　　　　邦 
河　　亦　　　　　博 
小　　島　　哲　　男 
鯉　　渕　　俊　　光 
笹　　島　　弘　　平 
高　　田　　　　　守 
飛　　田　　修　　一 
仲　　田　　武　　男 
檜　　山　　成　　一 
松　　闢　　　　　猛 
森　　島　　　　　修 
檜　　山　　年　　載 
稲　　川　　義　　一 
加 藤 木　　勝　　利 
桐　　原　　　　　肇 
小　　林　　勝　　夫 
小　　林　　光　　一 
小　　山　　卓　　臣 
佐　　川　　　　　勉 
関　　　　　博　　信 
所　　　　　貞　　雄 
富　　森　　忠　　夫 
長 谷 川　　　　　毅 
三　　村　　一　　夫 
三　　村　　雅　　夫 
金　　子　　栄　　治 
卜　　部　　勝　　義 
阿 久 津　　　　　紘 
阿 久 津　　周　　治 
阿 良 山　　清　　一 
片　　岡　　蔵　　之 
片　　岡　　徳　　實 
鯉　　渕　　忠　　史 
清　　水　　良　　一 
富　　田　　　　　昇 
冨　　田　　和　　夫 
富　　田　　誠　　史 
森　　田　　邦　　彦 

磯野 
上泉 
下青山 
那珂西１区 
石塚４・５区 
下古内２区 
春園 
上入野２区 
石塚６・７区・大堀区 
小坂　勝見沢 
下古内１・３区 
上青山 
上入野１区 
増井２区 
中妻区 
増井１区 
上泉 
石塚１・２・３区・西区・新町区 
那珂西２・３区 
上圷 
粟 
高久　北方 
下圷 
高根・岩船・高根台 
阿波山１区 
北方 
上圷 
上阿野沢 
赤沢 
阿波山２区 
下阿野沢 
孫根 
錫高野 
大藤 
押寄木 
北の根 
戸ノ内・上宿 
仲郷・岩下・倉見 
下赤沢・大畑 
上赤沢 
上古内 
中郷・宿 
橋本・平・塙・大開・道木橋 
徳蔵上 
徳蔵下 
大網・真端 

議会推薦 
議会推薦 
農協推薦 
土地改良区推薦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
議会推薦 
 
 
 
 
 
会長 
 
 
 
 
 
 
 
議会推薦 
農協推薦 
 
 
 
 
 
 
会長職務代理者 
 

選挙区 

（
第
一
選
挙
区
） 

（
第
二
選
挙
区
） 

（
第
三
選
挙
区
） 

担　当　区　域 

２
月
15
日
に
第
１
回
総
会
が
開

催
さ
れ
、
役
職
及
び
担
当
区
域
割

が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
地
に
関
す
る
届
出
、
相
談
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
農

業
委
員
又
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

城
里
町
大
字
石
塚
１
４
２
８
│

１
　
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

城
里
内
　
蕁
０
２
９
│
２
８
８

│
３
１
１
１
㈹

せ お 知 ら 

城里町農業 
委員会からの 
城里町農業 
委員会からの 

会長職務代理者
清　水　良　一

会　　長
小　山　卓　臣



７ 広報しろさと

六
月
一
日
合
併 

常
北
・
桂
・

北
・
桂
・
七
会
の

七
会
の 

　
　
　
　
社
協
合
併
協
定
調
印

　
　
　
　
社
協
合
併
協
定
調
印
式 

常
北
・
桂
・

北
・
桂
・
七
会
の

七
会
の 

　
　
　
　
社
協
合
併
協
定
調
印

　
　
　
　
社
協
合
併
協
定
調
印
式 

２
月
９
日
、
常
北
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
桂
村
社
会
福

祉
協
議
会
、
七
会
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
合
併
協
定
調
印

式
が
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
各
社
協
の

代
表
者
で
あ
る
、
磯
部
長
司

会
長
職
務
代
理
者
、
金
長
義

郎
会
長
、
そ
し
て
阿
久
津
藤

男
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
合
併

契
約
書
及
び
合
併
協
定
書
に

署
名
。
続
い
て
、
合
併
協
議

会
委
員
11
名
に
よ
る
立
会
人

署
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
併
協
定
書
に
は
、
合
併

期
日
を
６
月
１
日
と
す
る
こ

と
、
３
社
協
が
新
設
合
併
し

名
称
を
「
社
会
福
祉
法
人
城

里
町
社
会
福
祉
協
議
会
」
と

す
る
こ
と
な
ど
18
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
、
登
録
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
数
約
６
０
０
人
の

「
城
里
町
社
協
」
が
誕
生
し

ま
す
。

写真左から磯部会長代理、金長会長、阿久津会長 協定書にサインする３社協の代表者



８広報しろさと

入
居
資
格

申
込
者
は
、
公
営
住

宅
法
及
び
城
里
町
営
住
宅
管
理

条
例
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
要

件
を
全
て
備
え
て
い
る
方
に
限

り
ま
す
。

①
県
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
方

②
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
方

③
収
入
基
準
に
あ
て
は
ま
る
方

④
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

⑤
県
税
及
び
町
税
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

■
徳
蔵
団
地

収
入
月
額

10
万
円
以
上
39
万
９

９
９
９
円
以
下

建
設
年
度

平
成
16
年

管
理
戸
数

８
戸

構
造
別

低
層
準
耐
火
造

住
戸
規
模

１
２
２
・
１
７
裃

所
　
在

城
里
町
大
字
徳
蔵
２
２

城里町役場本庁舎

蘂029−288−3111

６
│
１
　

■
塩
子
塙
団
地

収
入
月
額

17
万
８
０
０
１
円
以

上
60
万
１
千
円
以
下

建
設
年
度
・
管
理
戸
数

平
成
14

年
・
10
戸
、
平
成
16
年
・
10
戸

構
造
別

低
層
準
耐
火
造

住
戸
規
模

１
８
３
・
８
２
裃

所
　
在

城
里
町
大
字
塩
子
２
７

７
４
│
３

問
合
せ

役
場
都
市
計
画
課

住
宅
係
（
内
線
２
６
２
）

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

城
里
町
健
康
増
進
施
設
「
ホ
ロ

ル
の
湯
」
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
募

集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
履
歴
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
面
接
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

採
用
人
員

受
付
販
売
係
（
18
歳

〜
30
歳
ま
で
）
…
若
干
名
　

条
　
件

時
給
７
０
０
円
・
交
通

費
支
給
。
土
日
、
祝
日
だ
け
の

出
勤
可
能
。

履
歴
書
提
出
先

ホ
ロ
ル
の
湯

総
務
課

締
切
日

３
月
31
日

休
館
の
ご
案
内

期
　
間

３
月
14
日
〜
18
日

定
期
設
備
点
検
の
た
め
、
お
休

み
を
い
た
だ
き
ま
す
。
３
月
19
日

（
土
）
か
ら
の
ご
来
館
を
心
よ
り

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ

健
康
増
進
施
設

「
ホ
ロ
ル
の
湯
」

蕁
０
２
９
│
２
８
８
│
７
７
７
５

月
曜
日
休
館
　
　
　
　
　
　
　
　

各
少
年
団
で
は
、
平
成
17
年
度

の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
各
少
年
団
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

石
塚
ビ
ッ
ク
ス

連
絡
先

城
里
町
石
塚
２
２
３
８
│

１

（
代
表
）
田
口
　
喜
一

蕁
０
２
９
│
２
８
８
│
３
７
２
１

青
山
ウ
イ
ン
グ
ス

連
絡
先

城
里
町
上
青
山
１
０
８
８
│

７

（
代
表
）
宮
崎
　
勝
利

蕁
０
２
９
│
２
８
８
│
５
０
６
３

桂
コ
ン
ド
ル
ズ

連
絡
先

城
里
町
阿
波
山
３
０
９
７
│

１

（
代
表
）
鯉
渕
　
茂

蕁
０
２
９
│
２
８
９
│
３
９
３
３

七
会
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

連
絡
先

城
里
町
徳
蔵
３
２
３
│

２
７

（
代
表
）
中
川
　
幸
雄

蕁
０
２
９
６
│
８
８
│
３
１
０
２

予備自衛官補募集  
種 別  

採 用 対 象  

採 用 年 齢  

採 用  

階 級 の 指 定  

処 遇  

教 育 訓 練 日 数  

教育訓練の実施場所 

試 験 場  

受 付 期 間  

試 験 期 日  

合 格 発 表  

一　般　公　募 技　能　公　募 

自衛官未経験者 

18歳以上34歳未満 18歳以上で、保有する技能に応じ53歳～55歳未満 

志願に基づき試験により採用 

階級は指定しない 

教育訓練招集手当：日額　７,９００円 

 

神奈川県横須賀市 

 

平成17年４月８日（金）まで 

平成17年４月16日（土）～４月18日（月）※いずれか１日を指定されます。 

平成17年５月25日（水） 

50日／３年以内 10日／２年以内 

茨城県内 東京都練馬区 

注：技能とは、医療・語学・車輌整備士等の専門技術者にことを指します。 
問合せ：城里町役場町民課　ＴＥＬ０２９－２８８－３１１１（内線１１４） 
　　　　自衛隊茨城地方連絡部　水戸事務所　ＴＥＬ０２９－２２６－９２９４ 
　　　　http://www.ibaraki.plo.jda.go.jp　 

七
会
地
区
の
町
営
住
宅

入
居
者
募
集

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
の
募
集
に
つ
い
て

ホ
ロ
ル
の
湯
か
ら
の

お
知
ら
せ



９ 広報しろさと

お
出
か
け
下
さ
い

お
出
か
け
下
さ
い

＊
か
た
く
り
の
里
公
園（
水
戸
市
）

〜
春
を
告
げ
る
可
憐
な
花
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
〜

水
戸
市
有
賀
町
北
部
に
あ
る

「
か
た
く
り
の
里
公
園
」
で
は
、

面
積
約
２
０
０
０
裃
に
わ
た
っ

て
、
人
里
近
く
で
は
見
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
た
カ
タ
ク
リ
が
、
地

元
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
大
切

に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
４

月
上
旬
が
見
ご
ろ
で
、
う
つ
む
き

加
減
で
赤
紫
色
の
可
憐
な
花
が
咲

き
、
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

問
合
せ

水
戸
市
役
所
内
原
支
所

産
業
振
興
課

蕁
０
２
９
│
２
５
９
│
２
２
１
１

＊
八
重
桜
ま
つ
り
（
那
珂
市
）

日
本
の
さ
く
ら
１
０
０
選
に
選

ば
れ
た
「
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
」。

12
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
々
と
し
た
園

内
に
約
２
０
０
０
本
の
八
重
桜
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
中
旬

か
ら
５
月
上
旬
の
開
花
に
あ
わ
せ

「
八
重
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。各
種
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

夜
桜
も
楽
し
め
ま
す
。

問
合
せ

那
珂
市
役
所
経
済
産
業

部
　
経
済
課
商
工
観
光
室

蕁
０
２
９
│
２
９
８
│
１
１
１
１

＊
あ
た
ご
天
狗
の
森
ス
カ
イ
ロ
ッ

ジ
（
岩
間
町
）

ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
は
桜
の
名
所
と

し
て
名
高
い
天
狗
伝
説
の
残
る

山
、
愛
宕
山
に
あ
る
宿
泊
施
設
で

す
。
晴
れ
た
日
に
は
太
平
洋
が
一

望
で
き
る
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
は
、
宿

泊
棟
（
ひ
の
き
造
り
、
冷
暖
房
・

バ
ス
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ
ン
等
完

備
）、
管
理
棟
と
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス

で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
眺
望
が
す

ば
ら
し
い
広
場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
、
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
美

し
い
四
季
折
々
の
景
観
を
堪
能
す

る
な
ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
若
い

人
の
手
軽
な
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ

ー
の
拠
点
に
は
、
も
っ
て
こ
い
の

施
設
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
。
自
然
を
い

っ
ぱ
い
満
喫
し
て
素
敵
な
思
い
出

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

料
　
金

（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
一
泊
）

４
人
用
　
１
６
８
０
０
円

５
人
用
　
２
５
２
０
０
円

12
人
用
　
４
２
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

ス
カ
イ
ロ
ッ

ジ
管
理
事
務
所

蕁
０
２
９
９
│
４
５
│
６
６
２
２

※
利
用
し
た
い
日
の
２
ヶ
月
前
の

月
初
め
か
ら
予
約
可
能

＊
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音

楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
と
も
べ

３
月
26
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で

の
10
日
間
、
友
部
の
茨
城
県
教
育

研
修
セ
ン
タ
ー
で
世
界
最
高
峰
の

講
師
に
よ
る
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
講
師
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
も
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

日
　
時

４
月
１
日
　
午
後
７

時
か
ら

場
　
所

友
部
町
中
央
公
民
館

出
　
演

ザ
ハ
ー
ル
･
ブ
ロ
ン
他

ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ

ー
ト

日
　
時

４
月
２
日
　
午
後
６
時

場
　
所

県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

出
　
演

パ
ス
カ
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ァ

イ
ヨ
ン
、
ド
ン
・
ス
ー
ク
・
カ

ン
入
場
料
等
詳
し
い
問
合
せ

友
部
町
役
場
町
長
公
室
企
画
課

蕁
０
２
９
６
│
７
７
│
１
１
０
１

（
内
線
２
３
５
）

文芸しろさと 

俳
　
　
句 

短
　
　
歌 

川
　
　
柳 

ぼ
　
け

寒
木
瓜
の
見
た
る
旧
家
の
栄
枯
か
な

　
　
　
　
　
　
一
　
木
　
雄
一
郎

三
ヶ
日
賑
は
ふ
孫
の
集
ま
れ
り

　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
正
　
行

遅
咲
き
の
椿
真
赤
に
無
傷
な
り

　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
草
　
介

春
障
子
写
真
の
中
の
父
と
母

　
　
　
　
　
　
杉
　
木
　
輝
　
夫

ゆ
っ
た
り
と
波
伸
び
ゆ
け
り
春
渚

　
　
　
　
　
　
鯉
　
渕
　
寿
美
恵

父
母
の
顔
写
真
大
き
く
梅
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
竹
　
内
　
幸
　
子

つ
ん
つ
ん
と
尖
る
杉
山
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
飯
　
村
　
昭
　
子

神
楽
殿
ひ
っ
そ
り
と
梅
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
芦
　
江

道
祖
神
の
新
し
き
屋
根
春
隣

　
　
　
　
　
　
今
　
瀬
　
多
代
美

し
ぐ
る
る
や
民
芸
品
に
蓑
と
笠

　
　
　
　
　
　
飯
　
村
　
愛
　
子

根
を
張
り
て
何
に
も
負
け
ず
冬
の
草

　
　
　
　
　
　
阿
久
津
　
あ
い
子

笹
子
鳴
く
朝
日
の
当
り
枝
揺
る
る

　
　
　
　
　
　
い
そ
べ
　
き
　
よ

節
分
や
父
真
似
る
子
の
声
太
し

　
　
　
　
　
　
和
　
田
　
範
　
子

春
の
川
水
切
り
石
は
二
段
飛
び

　
　
　
　
　
　
田
　
所
　
厚
　
子

盆
梅
の
匂
ふ
受
付
旅
鞄

　
　
　
　
　
　
瀬
　
谷
　
博
　
子

み
の

如
月
や
合
併
決
り
て
七
会
村
も

歴
史
を
残
し
城
里
の
町

　
　
　
　
　
　
仲
　
田
　
こ
　
う

青
空
の
平
和
に
見
え
る
そ
の
下
で

何
時
ま
で
続
く
テ
ロ
と
災
害

　
　
　
　
　
　
岩
　
下
　
通
　
子

芝
生
見
に
ゆ
き
て
楽
し
む
ボ
ケ
防
止

拍
手
喝
采
友
と
遊
ば
ん

　
　
　
　
　
　
岩
　
下
　
美
知
野

大
空
の
日
本
晴
れ
や
春
の
如

朝
日
に
映
え
て
眞
赤
な
椿

　
　
　
　
　
　
市
　
川
　
義
　
子

内
孫
の
結
納
か
わ
す
今
日
佳
き
日

祝
ふ
が
ご
と
く
晴
渡
る
空

　
　
　
　
　
　
阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

ラ
イ
バ
ル
が
光
っ
て
見
え
る
良
い
笑
顔

人
情
味
あ
ふ
れ
て
町
が
美
し
い

　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
隆
　
荘

な

な
な
か
い
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電話 029・289・4946

インターネットで蔵書検索ができます。 

URL http://www.lib.vill.katura.ibaraki.jp

●
蔵
書
点
検
を
終
え
て

図
書
館
で
は
年
２
回
す
べ
て
の

蔵
書
を
一
冊
一
冊
点
検
す
る
作
業

を
行
い
、
資
料
情
報
の
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。
先
月
行
わ
れ
た
蔵

書
点
検
で
は
、
260
点
の
資
料
が
行

方
不
明
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

貸
出
手
続
を
経
ず
に
館
外
に
持

ち
出
さ
れ
た
資
料
が
戻
っ
て
く
る

こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、
新
し
い

本
を
受
け
入
れ
る
ま
で
時
間
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
資
料
を
利
用
す

る
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

古
く
は
「
花
泥
棒
に
悪
い
人
は

い
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
花
を

愛
で
る
と
い
う
動
機
が
良
け
れ

ば
、
入
手
す
る
手
続
き
が
間
違
っ

て
い
て
も
許
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
図
書
館
の
蔵

書
は
町
民
共
有
の
財
産
で
す
。
本

を
読
み
た
い
と
い
う
動
機
も
大
切

で
す
が
、
資
料
の
館
外
無
断
持
出

は
れ
っ
き
と
し
た
犯
罪
で
す
。

図
書
館
で
は
、
警
察
・
学
校
・

職
場
・
家
庭
と
連
携
し
、
こ
の
よ

う
な
行
為
に
厳
し
く
対
応
す
る
こ

と
で
、
多
く
の
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
常
に
新
鮮
で
魅
力
あ
る
蔵
書
を

提
供
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す

2月の新着図書
100夜光曲／田中芳樹▼頭がい

い人、悪い人の話し方／樋口裕

一▼問題な日本語／北原保雄編

ネ コ ソ ギ ラ ジ カ ル （ 上 ）

（下）／西尾維新▼もっと、生

きたい…／Yoshi▼デルトラ・

クエストⅢ（2）影の門／エミ

リー・ロッダ▼香峯子抄／主婦

の友社編▼東京タワー／江國香

織▼これだけは知っておきたい

個人情報保護／岡村久道,鈴木

正朝▼東京タワー／江國香織▼

対岸の彼女／角田光代▼ふしぎ

な図書館／村上春樹,佐々木マ

キ▼きみに読む物語／ニコラ

ス・スパークス▼いま、会いに

ゆきます／市川拓司▼ダ・ヴィ

ンチ・コード（上・下）／ダ

ン・ブラウン▼日暮らし（上・

下）／宮部みゆき▼グランド・

フィナーレ／阿部和重

●
布
の
絵
本

布
の
絵
本
と
は
台
紙
が
布
で
出

来
て
い
て
、
そ
こ
に
様
々
な
布
で

作
っ
た
絵
を
綴
じ
付
け
た
も
の
で

す
が
、
中
に
は
一
部
の
絵
を
ス
ナ

ッ
プ
や
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
で
と
め

て
、
取
り
外
し
で
き
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

紙
で
出
来
た
絵
本
と
違
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
手
触
り
で
、
様
々
な
仕

掛
け
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

お
雛
様
飾
っ
て
い
ま
す

人
形
の
体
部
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
手
作

り
で
製
作
す
る
「
桂
雛
」
は
、
水
府
雛

の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
茨
城
県
指
定
郷
土

工
芸
品
で
す
。
今
年
も
創
始
者
の
小
佐

畑
喜
士
さ
ん
（
旧
七
会
村
出
身
）
の
作

品
を
は
じ
め
、
三
組
の
雛
人
形
と
、
人

形
の
衣
装
と
な
る
金
襴
や
織
物
を
３
月

19
日
（
土
）
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
館
展
示
室
内
に
は
、
人
形

の
製
作
工
程
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。

す
。
障
害
児
の
機
能
訓
練
と
し
て

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
乳
幼
児
に
と
っ
て
も
楽
し
ん

で
指
先
の
発
達
を
促
す
効
果
が
あ

る
よ
う
で
す
。

布
の
絵
本
も
他
の
資
料
同
様
貸

出
を
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
所
蔵
す
る

布
の
絵
本

・
お
べ
ん
と
う
な
あ
に

・
お
し
ご
と
な
あ
に

・
ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
メ
イ
シ
ー
ち
ゃ
ん

・
に
こ
に
こ
メ
イ
シ
ー
ち
ゃ
ん

・
ノ
ン
タ
ン
の
り
も
の
だ
い
す
き

・
ノ
ン
タ
ン
ど
ん
な
か
お

・
ふ
ん
わ
り
あ
か
ち
ゃ
ん

・
で
き
る
よ
ね

・
ど
れ
に
し
よ
う
か
な

・
い
な
い
い
な
い
ば
あ

ほ
か
多
数

休館日 読み聞かせ 11：00から 

日　月　火　水　木　金　土

1

8

15

22

29

7

14

21

28

6

13

20

27

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

カレンダー（3月） 



■
い
じ
め
を
な
く
そ
う
人
権
教
室

石
塚
小
学
校
で
開
催

石
塚
小
学
校
（
住
谷
里
子
校
長
）
の
４
年
生
（
１
１
０
人
）

を
対
象
に
、
１
月
28
日
、
人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
教
室
は
、
小
学
生
に
「
い
じ
め
の
な
い
楽
し
い
学
校
生
活

を
送
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
に
つ
い
て
考
え
、

友
達
を
差
別
し
て
悲
し
ま
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
人
権
思

想
の
基
本
的
な
考
え
方
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

町
人
権
擁
護
委
員
の
飯
田
紀
代
子
さ
ん
（
石
塚
）、
杉
山

宗
市
さ
ん
（
上
入
野
）、
磯
辺
長
司
さ
ん
（
下
古
内
）
を
講

師
に
む
か
え
、
３
ク
ラ
ス
一
斉
に
、
い
じ
め
を
題
材
に
し
た

ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
て
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
や
、
自

分
が
同
じ
状
況
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
等
の
感
想
を
み
ん

な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

ど
の
ク
ラ
ス
の
児
童

も
、
真
剣
に
ビ
デ
オ
を

見
て
考
え
、
一
斉
に
手

を
上
げ
て
発
表
。「
自
分

だ
っ
た
ら
友
達
や
家
の

人
、
先
生
な
ど
誰
か
に

相
談
す
る
」「
も
し
か
し

た
ら
自
分
は
イ
ヤ
と
言

え
な
い
か
も
…
」「
い
じ

め
を
み
つ
け
た
ら
見
な

い
ふ
り
を
せ
ず
に
勇
気

を
出
し
て
と
め
る
」「
も

し
自
分
が
い
じ
め
て
し

ま
っ
た
ら
謝
る
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

自
分
な
り
に
き
ち
ん
と
考
え
を
ま
と
め
、
元
気
よ
く
手
を

あ
げ
て
、
ど
ん
ど
ん
意
見
を
発
表
し
た
子
ど
も
た
ち
。
明
る

い
笑
顔
で
一
生
懸
命
勉
強
す
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。■

第
18
回
城
北
地
方

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

第
18
回
城
北
地
方
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
２
月
11
日
・

12
日
に
城
里
町
常
北
運
動
公
園
等
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
、
発
展
を
目
指

し
、
近
郊
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
親
睦
を
深
め
る
と

共
に
、
技
術
の
向
上
と
少
年
た
ち
の
健
全
育
成
に
努
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
近
隣
市
町

村
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参

加
。
町
内
か
ら
は
、
桂

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
常
北
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参

加
し
ま
し
た
。
各
チ
ー

ム
と
も
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
熱
戦

を
繰
り
広
げ
る
な
か
、

低
学
年
の
部
で
は
常
北

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
第
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
通
り
で
す
。

○
高
学
年
の
部

優
　
勝

友
　
部
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝

堀
　
原
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
三
位

荒
谷
台
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

敢
闘
賞

湊
第
一
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

○
低
学
年
の
部

優
　
勝

友
　
部
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝

村
　
田
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
三
位

常
　
北
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

敢
闘
賞

五
　
軒
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
家
族
経
営
協
定
に
調
印

「
笠
間
地
域
家
族
経
営
協
定
調
印
式
」
が
１
月
18
日
、
友

部
グ
リ
ー
ン
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
者
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
農

業
経
営
に
参
加
で
き
る
よ
う
家
族
自
ら
が
、
経
営
目
標
、
経

営
の
役
割
分
担
、
労
働
報
酬
や
休
日
等
を
定
め
文
書
化
し
た

も
の
で
す
。
先
進
的
な
文
書
で
は
、
家
族
の
介
護
、
老
後
の

保
障
ま
で
も
記
載
さ
れ
ま
す
。

こ
の
合
同
調
印
式
に
、
町
か
ら
は
加
藤
隆
男
さ
ん
（
下
古

内
）
、
田
上
高
光
・
雪

江
夫
妻
（
石
塚
）
が
参

加
。
所
周
造
農
業
委
員

会
会
長
（
旧
常
北
町
）

の
立
会
い
の
も
と
調
印

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
を
き

っ
か
け
に
、
農
業
者
の

労
働
環
境
の
整
備
、
特

に
女
性
農
業
従
事
者
の

経
営
方
針
決
定
へ
の
参

画
、
ま
た
、
農
家
生
活

を
楽
し
み
な
が
ら
夢
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
期

待
さ
れ
ま
す
。

11 広報しろさと

ニ
ュ
ー
ス
城
里

ニ
ュ
ー
ス
城
里

ニ
ュ
ー
ス
城
里

ニ
ュ
ー
ス
城
里

ニ
ュ
ー
ス
城
里

飯田さんの問いかけに一斉に手をあげる4年2組

見事3位入賞を果たした常北SSS

写真は調印している田上さん夫妻
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人　口 
男 
女 
世帯数 

22,915 
11,137 
11,778 
7,165

２月１日現在 

城里町役場 
編集・町長公室 
（内線 212） 

ホームページで町の各種情報がご覧になれます｡ 

http://www.town.shirosato.ibaraki.jp/

〒311－4391 
東茨城郡城里町大字石塚1428－25 
TEL 029－288－3111　FAX 029－288－3113

町の人口 

３
月
３
日
の
桃
の
節
句
に
ち
な
み
、
母
子

愛
育
会
ひ
な
ま
つ
り
が
、
２
月
24
日
、
常
北

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
母

子
愛
育
会
と
は
、
子
育
て
中
の
親
子
を
支
援

す
る
団
体
で
す
。
就
園
前
の
在
家
庭
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
行
わ

れ
、
40
組
余
り
の
親
子
が
参
加
。

愛
育
会
の
班
員
の
方
と
一
緒
に
、
折
り
紙

や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
使
っ
て
、

親
子
で
仲
良
く
可
愛
い
ひ
な
人
形
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
工
作
の
後
は
、
リ
ズ
ム
に
あ

わ
せ
て
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
で
体
を
動
か
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
飛
び
跳
ね
た
り
走

り
回
っ
た
り
元
気
い
っ
ぱ
い
。
運
動
の
あ
と

は
、
愛
育
会
特
製
の
お
い
し
い
「
愛
育
汁
」

を
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
お
ひ
な
さ
ま
が
、
と
っ

て
も
可
愛
く
出
来
上
が
っ
た
よ
」「
ダ
ン
ス

楽
し
か
っ
た
」

「
新
し
い
お
友

達
が
で
き
て

う
れ
し
か
っ

た
！
」
な
ど

笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

広
報
し
ろ
さ
と
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

「
耳
寄
り
情
報
」
や
「
お
気
に
入
り
の
作

品
」
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
話
題
・
ひ
と
・
ふ
る

さ
と
自
慢
、
家
族
や
ペ
ッ
ト
の
写
真
・
イ

ラ
ス
ト
・
自
由
投
稿
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
必
ず
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

城
里
町
役
場
町
長
公
室
広
報
係

蕁
０
２
９
―

２
８
８
―

３
１
１
１

E
-m
ail:koushitsu@

tow
n.shirosato.lg

.jp

病
気
の
た
め
に
関
節
が
変
形
し
、
動
か

す
の
も
大
変
で
す
。
不
自
由
な
体
に
な
っ

て
も
負
け
る
こ
と
な
く
、
大
好
き
な
絵
を

描
き
続
け
て
い
ま
す
。

「
広
報
し
ろ
さ
と
」
か
ら

「
菜
の
花
」

菊
地
　
と
き
子
さ
ん
（
小
坂
）


